
平成19年４月２日
原子力安全対策課
( １ ９ － １ )
＜11時記者発表＞

美浜発電所３号機の第２２回定期検査開始について

このことについて、関西電力株式会社から下記のとおり連絡を受けた。

記

美浜発電所３号機（加圧水型軽水炉；定格電気出力82.6万kW）は、平成19

年４月４日から約４カ月の予定で第２２回定期検査を実施する。

定期検査を実施する主な設備は次のとおりである。

(1) 原子炉本体

(2) 原子炉冷却系統設備

(3) 計測制御系統設備

(4) 燃料設備

(5) 放射線管理設備

(6) 廃棄設備

(7) 原子炉格納施設

(8) 非常用予備発電装置

(9) 蒸気タ－ビン

問い合わせ先(担当：藤内)

内線2354・直通0776(20)0314
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１ 主要工事等

(1) 原子炉容器管台溶接部等の応力腐食割れに係る点検・予防保全工事

（図－１参照）

国内外ＰＷＲプラントにおける600系ニッケル基合金溶接部の応力腐食

割れ事例に鑑み、600系ニッケル基合金が使用されている原子炉容器冷却

材入口管台溶接部について、外観目視点検を実施する。

また、予防保全として溶接部表面の残留応力を低減させるため、原子

炉容器の冷却材出入口管台溶接部および炉内計装筒管台溶接部について、

ウォータージェットピーニング を施工する。*

(*) 金属表面に高圧ジェット水を吹き付けることにより、金属表面の引っ張り残留応力
を圧縮応力に変化させる。

（図－２参照）(2) 耐震裕度向上工事

既設設備の耐震性を一層向上させるため、原子炉格納容器内の４イン

チ以下の配管の支持構造物について、支持部材の追加等を実施する。

２ 設備の保全対策

（図－３参照)(1) ２次系配管の点検等

美浜発電所３号機事故を踏まえ、前回定期検査において２次系配管の

点検対象部位は全て点検しているが、マーキングの適正化や高経年化対

応として余寿命10年未満の部位など 976 箇所について超音波検査（肉厚

測定）等を実施する。（超音波検査 941箇所、内面目視点検 35箇所）

また、過去の点検結果から減肉が確認された部位５箇所、減肉が確認

された部位の類似部位11箇所、保守性・作業性を考慮し取り替える部位

18箇所、合計34箇所の配管を取り替える。

３ 燃料取替計画

燃料集合体全数157体のうち、25体（うち12体は新燃料集合体）を取り

替える予定である。

４ 運転再開予定

原子炉起動・臨界 ： 平成19年７月上旬

発電再開（調整運転開始） ： 平成19年７月上旬

定期検査終了（営業運転再開）： 平成19年８月上旬
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　国内外ＰＷＲプラントにおける、６００系ニッケル基合金溶接部の応力腐食割れ事例に鑑み、６００系ニッケル基合金が使
用されている原子炉容器冷却材入口管台溶接部について、外観目視点検を実施する。
　また、予防保全として溶接部表面の残留応力を低減させるため、原子炉容器冷却材出入口管台溶接部および炉内計装
筒底部管台溶接部についてウォータージェットピーニングを施工する。

点検・予防保全工事概要

図－１　　原子炉容器管台溶接部等の応力腐食割れに係る点検・予防保全工事

概略系統図

【点検・予防保全対象箇所】

【冷却材出入口管台の作業イメージ】

管台

ノズル

配管

：溶接線

溶接部
（６００系ニッケル基合金）

【炉内計装筒底部管台の作業イメージ】

ノズル

炉内計装筒管台

溶接部
（６００系ニッケル基合金）

　水中で高圧ジェット水（約６０MPa）をノズルから噴射すると、気泡
が発生する。この気泡は、高速のウォータージェット流に乗って流
れ、金属表面近傍で崩壊する。その時に生じる衝撃力で金属表面
をたたき（ピーニング）、金属表面近傍の残留応力を低減する。

【説　　明】

【イメージ図】
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【原子炉容器概略図】
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　既設設備の耐震性を一層向上させるため、原子炉格納容器内の配管の支持構造物について、支
持部材の追加等を実施する。

図－２　　耐震裕度向上工事

【配管支持構造物の補強例１】

Ｕボルト
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アンカの追加

サポート部材の取替え

サポート部材の追加
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サポート部材の追加
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サポート部材（鋼材）
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【配管支持構造物の補強例２】

断面図 断面図

工  事  概  要
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図－３　２次系配管の点検等

今定期検査において、合計９７６箇所について超音波検査（肉厚測定）等を実施する。
　　＜超音波検査（肉厚測定）：９４１箇所、内面目視点検：３５箇所＞

点検概要

○２次系配管の管理指針に基づく超音波検査（肉厚測定）

○過去の点検結果から減肉が確認された部位５箇所、減肉が確認された部位の類似部位１１箇所、
　　保守性・作業性を考慮して取り替える部位１８箇所、合計３４箇所について、ステンレス鋼または
　　低合金鋼の配管に取り替える。

取替概要

系統別概略図

【取替理由】

① 余寿命１０年未満で減肉が確認された
　　ため取り替える。　（５箇所）

　　 炭素鋼 ⇒ ステンレス鋼   　４箇所
 　　炭素鋼 ⇒ 低合金鋼　　　　 １箇所
 

②減肉が確認された部位の類似部位を取り替える。
　　（１１箇所）
　
　　炭素鋼 ⇒ ステンレス鋼  　 １１箇所

③ 配管の保守性を考慮して取り替える。
　  （２箇所）

　　 炭素鋼 ⇒ ステンレス鋼  　 　２箇所
 

④ 配管取替による作業性を考慮して取り替える。
    （１６箇所）
　　炭素鋼 ⇒ ステンレス鋼     １５箇所
　　炭素鋼 ⇒ 低合金鋼     　　  １箇所

○２次系配管肉厚の管理指針に基づく内面目視点検
　　高圧排気管の直管部３５箇所について、配管内面から目視点検を実施する。
　　その結果、配管内面に減肉が認められれば、超音波検査（肉厚測定）を実施する。

：主な配管取替箇所
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主要点検部位 984 0 408 0
その他部位 1,829 0 533 0

合　計 2,813 0 941 0

今回点検実施後の
点検未実施部位

今回点検実施部位
「２次系配管肉厚の

管理指針」の
点検対象部位

今回点検開始時点で
の点検未実施部位

スチーム
コンバータ

②
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別 紙 

 
美浜発電所３号機 第２２回定期検査の作業工程 

 

平成１９年４月４日から約４ヶ月の予定であり、以下の作業工程にて実施します。 

 

 

（平成１９年４月２日現在） 

平成１９年８月平成１９年５月平成１９年４月 平成１９年６月 平成１９年７月

主

要

工

程

1次冷却材系統降温

１次系弁・ポンプ点検

燃料取出 燃料装荷

出力上昇試験

解列
（4/4予定）

総合負荷性能検査
（8月上旬予定）

　並　　列
（７月上旬頃予定）

原子炉容器管台溶接部等
の応力腐食割れに係る点
検・予防保全工事

原子炉容器開放

起動試験

２次系配管点検および取替

下部炉心構造物吊上げ 下部炉心構造物吊込み

起動前弁点検

１次冷却材系統漏えい検査

原子炉容器組立

安全注入系統通水試験

：主要作業予定

：その他作業予定

 
 

（参考）高経年化対策として実施する主な作業 

   

  ○高サイクル熱疲労割れに係る検査 

    通常運転時に高低温の内部流体が合流することによる温度ゆらぎが生じ、かつ応力集中が生じる

ことにより、熱疲労割れが発生する可能性が高い部位の健全性を確認するため、余熱除去クーラバ

イパスライン接続部について、超音波探傷検査により欠陥の有無を確認する。 
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